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願いや、人との関わりで湧き上がる感情や相
手への気持ちを大切にしてもらいたいとする
記述があった。
　【自然体の指導姿勢】に関しては、その人
なりの看護観を持つ学生から学ぶ姿勢、実習
でよい看護を見せなくてはいけないと実習指
導を重荷に感じていたが、臨床で実施してい
るありのままの看護を見せること、試行錯誤
の姿を示すこと、などを通して学んでもらえ
ば良いのだと安心できたとする記載があった。
　【話し合うことでの成果】に関しては、本
音で話し合う大切さ、考えの広がり、受講者
の前向きな姿勢からの刺激、などの記述があ
った。
３）総合評価
　3日間を通して、90%の回答者が総合満足
度で満足と答えていた。演習では、グループ
ワークを同一のメンバーで3日間行った。2
施設の受講者で成るグループにも関わらず、
施設間の隔たりを感じさせず、他施設の看護
師と関わる喜びが伝わってきた。初日はお互
いの様子を探る印象があったが、2日目は顔
を突き合わせて少し砕けた言葉で、笑顔で話
し合う姿が見られた。3日目になると、発言
に大きな身振り手振りを交えて同意したり、
自分の意見を伝えたりする姿が目立つように
なった。受講者は、正解を求めずに自由に自
分の意見を話すことを通して、自分の意見を
伝えられた喜びと、他の人の意見を聞き考え
が深まる体験をしていた。
　修了者からの事例提供とその検討に関して
は、参考になるのでこれからも事例を提供し
てほしいという内容があった。修了者の指導
経験を基に作成された事例は、受講者に親近
感や現実味をもたらしたと考えられる。さら
に、修了者には、過去の学生指導で悩んだ体
験を、そのままにせずに、再度振り返り、指
導方法を考えるきっかけになったと考える。
　この研修会は、大学教員の講義と、修了者
の提供事例に基づく演習との組み合わせで実
施された。また、演習にはファシリテーター
役の教員と、事例提供の修了者が参加し、学
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生理解や現場の理解を深められるよう協働し
た。このため、事例を多面的に理解し、実習
指導について検討できるプログラムになって
いたと評価できる。
４）今後の課題
　受講者の記載内容には、学生に考えさせた
い、学生の力を引き出したい、学生と看護を
話し合いたい、学生に看護の良さを伝えたい
という学生指導に関わる熱意が表現されてい
た。この熱意と実際の日々の取り組みを言葉
にして、自信につなげるような研修内容を検
討することが課題と考える。
　例えば、他施設の研修会の報告（佐藤，
2003）は、研修修了者が受講者に自身の指導
過程を具体的に語り、質疑応答をする場を設
け、修了者にも受講者にも意義があったとし
ている。今後は、修了者と受講者のやりとり
を増すプログラムを検討する余地があるかと
考えられる。
Ⅴ．おわりに
　本研修会は三日間のプログラムで、1日ご
との主題を「看護観」「指導観」「学習者観」
としている。受講者は、本研修を受けて、
【指導方法のとらえ直し】【大切な点の再確
認】【自然体の指導姿勢】【話し合うことでの
成果】に気づくことができたとしている。研
修の目標にそった成果が得られたと評価でき
る。
　研修修了者と協働して開催することは、受
講者・修了者・教員にとって意味深い経験と
なった。身近な修了者の活躍に触れることは、
学習者である受講者がメンターを得る機会や、
今後の実践へのヒントを得る可能性をもたら
したと評価できる。
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